
エネルギー・環境業界セミナー2023 

～北大バイオマスコミュニティ参加メンバーによるお仕事紹介～ 

 
 

 
 
 

1933年（昭和 8年）3月 帯広にて創業し、道内に営業所・支店を 7店舗展開中。 
牛乳の輸送缶や搾乳バケツ等の製造販売に始まり、現在は酪農機械、器具の製造販売、畜舎等施

設の建設、家畜排せつ物及び廃棄物を利用したバイオガス発電施設の設置並びにマネージメントコンサルタント、カーリ
ング場といったスポーツ施設の提供を行っている。 

～会社概要～ 

1933年 
牛乳輸送缶の製造 

1969年 
自動搾乳機国産化 

1972年 

タワーサイロ 
コンクリート製へ 

1980年 
ライトアングルパーラー 

2020年 

カーフレール 
(自動哺乳機) 

2005年 

バイオガスプラント 

～製品の歴史～ 

 

～畜産環境改善に向けて…寒冷地仕様・高断熱バイオガスプラント～ 
 

2023年 施工実績 

国内施工済プラント：65基 （全基稼働中）＋ 7基建設中 

総発電量：約 130 GW(年間) = 一般家庭約 3万世帯の年間消費電力量に相当 

～酪農業からの挑戦…バイオマスタウン構想～ 
 

「寒冷地でのふん尿処理技術」 

「海外製の高効率エンジン」 

の組み合わせにより、 

稼働率 90％以上のプラント施工 

が可能に。 

自立分散型エネルギーの地産地消 

バイオガスを中心とした再生可能エ

ネルギーを利活用する、地域分散型

エネルギーシステムの具現化に取り

組んでまいります。 

本社/ 帯広市西 21条北 1丁目 3番 2号 
Tel (0155)37-2161(代)  FAX (0155)37-2751 
URL  http://tsuchiyanoki.com/ 

2005年に 1号機を施工して以降、着実にシェアを拡大。 

北海道の家畜ふん尿処理の一端を担っている。 


